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 講座では「高齢者も昔話を聞くことが好きな方が多い」「子どもはお気に入りの絵本がある」ことか

ら、生徒の将来に活かせるようにと内容を工夫してくださりました。また、昨年度の保育士国家試験の

実技試験課題「桃太郎」を例に、出版社により内容が若干違うこともご紹介いただきました。 

子どもは、絵から情報を得ることから、子どもの反応を自分で確認しながら、読み手と聞き手のキャ

ッチボールを大切にし、絵本をまるごと見せていくことを学びました。絵本には、「縦書き」と「横書

き」があり、めくり方が違うことやページをゆっくりめくり、絵をじっくり見せると、子どもが「読み

手」が気づかないことを「発見する」ことができることを学びました。また、絵本の話や絵を活かすた

めに、扉絵や後ろ表紙もしっかり見せ、最後まで絵本の世界を体験して楽しむこと、読み手に想像させ

ることも学びました。実際に発声練習や絵本をめくる体験をし、実際に難しさや事前に練習して工夫す

ること、準備していくこと、自分らしい声、心を込めた声で、全員に聞こえる声の高さで行う大切さを

学ぶことができました。川﨑先生のお話から、読み聞かせは、何度も練習が必要で、何回も準備をし

て、読み手の立場を考え、行っていくことを学ぶことができました。 

ご指導、ありがとうございました。 

 

 

 


